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台
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践
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ア
ピ
ー
ル
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７
月
13
日
、14
日
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
駒
沢
女
子
大
学
で
開
催
さ
れ
た
、第
７
回
日
本
在
宅
栄
養
管
理
学
会
学
術

集
会（
主
催
・一
般
社
団
法
人
日
本
在
宅
栄
養
管
理
学
会
）。「
歩
み
寄
り
～
在
宅
に
お
け
る
シ
ー
ム
レ
ス
な
関
係
づ
く

り
～
」を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、全
国
か
ら
多
く
の
管
理
栄
養
士
が
参
加
し
た
同
学
術
集
会
か
ら
、一
般
演
題
に
登
壇
し
、

発
表
を
行
っ
た
栄
養
経
営
士
の
活
躍
ぶ
り
を
お
伝
え
す
る
。

実
践
的
な
内
容
の
報
告
が

多
く
の
注
目
を
集
め
る

　

今
回
の
学
術
集
会
で
は

一
般
演
題
に
５
名
の
栄
養

経
営
士
が
登
壇
し
た
。
３

月
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
た

「
全
国
栄
養
経
営
士
の
つ

ど
い
」
で
実
践
報
告
を
行

い
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

谷
田
病
院
栄
養
科
主
任
の

福
島
宏
美
氏
は
「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
お
け

る
管
理
栄
養
士
の
役
割
」

に
つ
い
て
発
表
。
介
護
保

険
制
度
の
枠
に
と
ど
ま
ら

な
い
栄
養
指
導
の
あ
り
方

と
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
る

内
容
が
注
目
を
集
め
た
。

　

Ｊ
Ａ
愛
知
厚
生
連
稲
沢

厚
生
病
院
の
森
茂
雄
氏

は
、
「
在
宅
緩
和
ケ
ア
に

お
け
る
カ
ル
ニ
チ
ン
補
給

に
つ
い
て
」
の
発
表
を

行
っ
た
。
カ
ル
ニ
チ
ン
補

給
を
目
的
と
し
た
栄
養
補

助
食
品
は
健
常
者
向
け
が

主
流
で
終
末
期
の
患
者

ニ
ー
ズ
に
合
わ
な
い
と
い

う
問
題
を
指
摘
し
、
今
後

の
新
製
品
開
発
へ
の
期
待

を
語
っ
た
。

　

は
ち
の
へ
フ
ァ
ミ
リ
ー

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
企
画
連
携

室
副
室
長
を
務
め
る
髙
橋

瑞
保
氏
は
「
『
看
取
り
』

に
お
け
る
食
支
援
に
つ
い

て
、
研
修
会
ア
ン
ケ
ー
ト

か
ら
の
一
考
察
」
の
タ
イ

ト
ル
で
登
壇
。
市
の
医
師

会
主
催
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る

食
支
援
に
関
す
る
講
義
に

つ
い
て
報
告
し
た
。
「
ト

ロ
ミ
の
調
整
を
変
え
た
」

な
ど
の
実
践
に
繋
が
っ
て

い
る
と
い
う
報
告
内
容
に

は
、
参
加
者
も
興
味
深
く

聞
き
入
っ
て
い
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
現
場
で
の

栄
養
経
営
士
の
か
か
わ
り

　

福
島
氏
同
様
、
３
月
の

「
全
国
栄
養
経
営
士
の
つ

ど
い
」
で
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
南
港
病
院
栄
養
科
科

長
の
田
貝
泉
氏
は
「
入
院

時
か
ら
在
宅
ま
で
の
シ
ー

ム
レ
ス
な
関
わ
り
」
と
し

て
、
病
院
の
管
理
栄
養
士

が
行
う
訪
問
栄
養
食
事
指

導
の
実
際
に
つ
い
て
報
告

を
行
っ
た
。
入
院
前
か
ら

退
院
後
ま
で
の
シ
ー
ム
レ

ス
な
栄
養
サ
ポ
ー
ト
に
お

い
て
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

と
の
信
頼
関
係
が
カ
ギ
と

い
う
話
に
は
、
座
長
の
先

生
は
じ
め
会
場
の
栄
養
士

も
大
き
く
う
な
ず
く
姿
が

目
立
っ
た
。

　

名
古
屋
市
立
緑
市
民
病

院
の
栄
養
管
理
科
主
任
で

あ
る
岩
田
孝
子
氏
は
、

「
胃
癌
術
後
の
高
齢
者
へ

の
在
宅
支
援
」
に
つ
い
て

の
症
例
を
報
告
。
転
倒
に

よ
る
大
腿
骨
頸
部
骨
折
、

イ
レ
ウ
ス
で
の
入
院
な
ど

想
定
外
の
イ
ベ
ン
ト
が
発

生
す
る
と
い
う
在
宅
な
ら

で
は
の
リ
ア
ル
な
事
例

は
、
病
院
と
の
環
境
の
違

い
を
浮
き
彫
り
に
す
る
も

の
で
、
参
考
に
な
っ
た
と

い
う
方
も
多
か
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
６
月
の
栄
養
経

営
士
資
格
認
定
試
験
に
合

格
し
た
ば
か
り
と
い
う
総

合
青
山
病
院
の
栄
養
管
理

室
主
任
岩
間
克
氏
氏
は
ポ

ス
タ
ー
発
表
に
登
壇
。

「
当
地
域
に
お
け
る
在
宅

訪
問
栄
養
管
理
と
多
職
種

連
携
必
要
性
の
確
認
」
と

題
し
、
他
職
種
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
基
に
、
栄
養
管

理
の
必
要
性
は
理
解
し
て

い
て
も
管
理
栄
養
士
の
役

割
が
わ
か
っ
て
い
な
い

ケ
ー
ス
が
多
い
と
い
う
課

題
を
明
ら
か
に
し
、
専
門

職
に
対
す
る
情
報
提
供
の

重
要
性
を
強
調
し
た
。

自
身
の
活
動
の

客
観
的
な
評
価
が

質
の
向
上
に
つ
な
が
る

　

当
協
会
が
掲
げ
る
栄
養

経
営
士
に
必
要
な
能
力
の

な
か
に
、
「
ア
ウ
ト
カ
ム

の
評
価
・
分
析
能
力
」
が

あ
る
。
自
分
自
身
や
要

員
、
あ
る
い
は
所
属
部
門

が
行
っ
た
仕
事
の
結
果
を

客
観
的
に
評
価
し
、
さ
ら

な
る
質
の
向
上
に
つ
な
げ

て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、

栄
養
経
営
士
と
し
て
重
要

な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
つ
。

学
会
等
で
自
身
の
取
り
組

み
を
発
表
す
る
こ
と
は
、

そ
の
成
果
を
客
観
的
に
評

価
さ
れ
る
場
に
出
す
と
い

う
こ
と
で
も
あ
り
、
栄
養

経
営
士
の
姿
勢
と
し
て
非

常
に
価
値
あ
る
も
の
と
い

え
る
。

　

栄
養
経
営
士
の
皆
さ
ま

に
は
、
ぜ
ひ
学
会
発
表
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
た
だ

き
、
自
身
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
、
ひ
い
て
は
栄
養
界
全

体
の
質
の
向
上
に
貢
献
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

第
７
回
日
本
在
宅
栄
養
管
理
学
会
学
術
集
会

一般演題にも多くの栄養士が集まった

髙橋瑞保氏（はちのへファミリークリニック）

岩田孝子氏（名古屋市立緑市民病院）
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セ
ミ
ナ
ー
冒
頭
で
宮
澤

靖
代
表
理
事
は
「
日
本
人

の
死
因
ト
ッ
プ
は
が
ん
で

あ
る
が
、
医
療
費
が
一
番

か
か
っ
て
い
る
の
は
循
環

器
疾
患
」
と
説
明
。
心
不

全
の
要
因
と
な
る
生
活
習

慣
病
を
減
ら
し
、
循
環
器

疾
患
の
医
療
費
を
い
か
に

減
ら
せ
る
か
は
、
今
後
の

管
理
栄
養
士
の
活
躍
に
か

か
っ
て
い
る
と
参
加
者
を

鼓
舞
し
た
。

　

心
不
全
患
者
の
場
合
、

栄
養
食
事
指
導
で
は
減
塩

が
基
本
と
な
る
が
、
あ
る

デ
ー
タ
に
よ
る
と
患
者
の

32
％
に
嚥
下
障
害
が
あ

り
、
ま
た
発
症
後
は
Ｂ
Ｍ

Ｉ
が
高
い
ほ
う
が
死
亡
率

が
低
い
「
肥
満
パ
ラ
ド
ッ

ク
ス
」
と
呼
ば
れ
る
現
象

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
宮
澤
代
表
理
事
は

「
高
齢
者
に
は
、減
塩
よ
り

も
、
ま
ず
食
べ
て
も
ら
う

こ
と
を
優
先
す
べ
き
」
と

主
張
。
近
森
病
院
で
行
っ

た
取
り
組
み
を
紹
介
し
、

月
・
年
単
位
と
い
う
ス
パ

ン
で
の
減
塩
指
導
と
、
高

カ
ロ
リ
ー
の
経
口
補
助
食

品
の
使
用
を
訴
え
た
。

　

登
壇
し
た
児
玉
佳
之
氏

は
、
が
ん
終
末
期
に
お
け

る
在
宅
で
の
栄
養
管
理
に

つ
い
て
説
明
。
患
者
と
家

族
の
希
望
を
汲
ん
だ
個
別

の
対
応
で
、
終
末
期
の
Ｑ

Ｏ
Ｌ
が
改
善
し
、
感
謝
さ

れ
た
自
院
で
の
事
例
を
多

数
紹
介
し
た
。

　

在
宅
医
療
専
門
診
療
所

の
医
師
の
立
場
か
ら
、
児

玉
氏
は
参
加
者
に
「
病
院

と
自
宅
で
は
環
境
が
全
く

違
う
。
在
宅
視
点
で
の
栄

養
指
導
を
し
て
ほ
し
い
」

と
訴
え
、
在
宅
で
は
、
①

い
つ
で
も
報
告
・
連
絡
・

相
談
が
で
き
る
よ
う
な

チ
ー
ム
で
患
者
の
『
食
』

を
支
え
る
、
②
栄
養
管
理

の
ア
ウ
ト
カ
ム
は
Ｑ
Ｏ
Ｌ

で
あ
る
、
の
２
点
が
重
要

で
あ
る
と
強
調
し
た
。

　

塩
澤
信
良
氏
は
内
容
を

①
地
域
高
齢
者
等
の
栄

養
・
食
生
活
支
援
、
②
今

後
大
き
く
動
き
出
す
栄
養

在
宅
栄
養
管
理
で
の
管
理
栄
養
士
に

期
待
さ
れ
る
役
割

第
７
回
日
本
在
宅
栄
養
管
理
学
会
学
術
集
会
で
は
、当

協
会
の
宮
澤
靖
代
表
理
事
と
児
玉
佳
之
北
海
道
支
部

長
、２
０
１
８
年
３
月「
栄
養
経
営
士
の
つ
ど
い 

札
幌
大

会
」で
登
壇
い
た
だ
い
た
厚
生
労
働
省
健
康
局
健
康
課

栄
養
指
導
室
室
長
補
佐
の
塩
澤
信
良
氏
が
登
壇
。病
院
・

地
域
で
活
動
す
る
管
理
栄
養
士
に
向
け
て
、さ
ま
ざ
ま

な
提
言
を
行
っ
た
。

施
策
、
③
管
理
栄
養
士
に

期
待
さ
れ
る
役
割
、
の
３

つ
に
分
け
て
講
演
。
①
で

は
、
こ
れ
か
ら
推
進
さ
れ

ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー

心
不
全
患
者
の

栄
養
療
法
最
前
線

日
本
栄
養
経
営
実
践
協
会
代
表
理
事

東
京
医
科
大
学
病
院
栄
養
管
理
科
科
長

宮
澤 

靖

特
別
講
演
Ⅰ

在
宅
緩
和
ケ
ア
に
お
け
る

栄
養
管
理

日
本
栄
養
経
営
実
践
協
会
北
海
道
支
部
長

医
療
法
人
社
団
佳
生
会
こ
だ
ま
在
宅
内
科
緩
和
ケ
ア

ク
リ
ニ
ッ
ク
理
事
長
／
院
長
　
　
　
　
　
　
児
玉
佳
之

る
「
地
域
の
共
食
の
場
に

お
け
る
適
切
な
栄
養
管
理

に
基
づ
く
配
食
サ
ー
ビ

ス
」
に
つ
い
て
、
大
き
く

紹
介
し
た
。

　

こ
れ
は
、
通
所
介
護
等

で
の
食
事
に
栄
養
管
理
さ

れ
た
配
食
を
使
用
し
て
利

用
者
の
栄
養
改
善
を
図
る

も
の
で
、
そ
の
場
に
管
理

栄
養
士
等
の
専
門
職
が

行
っ
て
利
用
者
の
健
康
状

態
を
確
認
し
、
フ
レ
イ
ル

や
低
栄
養
を
予
防
し
つ

つ
、
必
要
に
応
じ
て
受
診

勧
奨
を
す
る
と
い
う
。
つ

ま
り
、
介
護
予
防
や
保
健

事
業
の
分
野
に
、
管
理
栄

養
士
が
加
わ
る
形
に
な
る
。

　

こ
の
事
業
は
こ
れ
か
ら

各
市
町
村
で
行
わ
れ
る
予

定
な
の
で
「
積
極
的
に
関

わ
っ
て
、
管
理
栄
養
士
と

し
て
の
ス
キ
ル
を
遺
憾
な

く
発
揮
し
て
ほ
し
い
」
と

塩
澤
氏
は
述
べ
た
。

　

②
の
栄
養
施
策
で
は
、

２
０
２
０
年
に
行
わ
れ
る

栄
養
サ
ミ
ッ
ト
と
新
し
い

食
事
摂
取
基
準
の
策
定
に

つ
い
て
紹
介
さ
れ
た
。

　

閣
議
決
定
し
た
「
健
康

寿
命
延
伸
プ
ラ
ン
の
推

進
」（
図
）
の
な
か
で
、

こ
れ
か
ら
産
学
官
が
連
携

し
て
取
り
組
み
を
展
開

し
、
「
栄
養
サ
ミ
ッ
ト
に

向
け
て
栄
養
食
生
活
改
善

の
政
策
を
強
化
す
る
と
と

特
別
講
演
Ⅱ

地
域
高
齢
者
等
の
栄
養
・
食
生

活
支
援
の
推
進
に
向
け
て
管
理

栄
養
士
に
期
待
さ
れ
る
役
割

厚
生
労
働
省
健
康
局
健
康
課
栄
養
指
導
室
室
長
補
佐

塩
澤
信
良

も
に
、
サ
ミ
ッ
ト
で
日
本

の
栄
養
政
策
を
世
界
に
向

け
て
発
信
す
る
」
と
説
明

し
た
。

　

２
０
２
０
年
度
版
食
事

摂
取
基
準
に
つ
い
て
は
、

高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
予
防

も
盛
り
込
ま
れ
、
医
師
も

関
心
を
示
し
て
い
る
と
い

う
。
し
か
し
「
肝
心
の
管

理
栄
養
士
が
使
い
こ
な
せ

て
い
な
い
と
委
員
か
ら
意

見
が
出
て
い
る
状
態
」
と

苦
言
を
呈

し
、
管
理

栄
養
士
は

ぜ
ひ
使
っ

て
ほ
し

い
、
と
塩

澤
氏
は
訴

え
た
。

　

③
の
期

待
さ
れ
る

役
割
で

は
、
管
理

栄
養
士
資

格
試
験
の

新
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に

つ
い
て
説

明
し
、
今

後
求
め
ら

れ
る
管
理

栄
養
士
像

に
つ
い
て

紹
介
し

た
。

　

こ
れ
か

ら
管
理
栄

養
士
は
地
域
の
な
か
で
多

職
種
連
携
に
よ
る
栄
養
管

理
を
行
う
能
力
を
持
つ
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
と
塩
澤

氏
は
語
り
、
在
宅
栄
養
専

門
管
理
栄
養
士
に
求
め
ら

れ
る
像
と
し
て

１　

在
宅
療
養
者
の
複
雑

困
難
な
事
例
に
お
い

て
、
個
々
の
生
活
状
況

を
踏
ま
え
た
在
宅
栄
養

管
理
を
通
じ
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ

を
支
援
で
き
る

２　

地
域
の
他
（
多
）
職

種
と
の
協
働
に
基
づ
く

在
宅
栄
養
管
理
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
、
継
続
し

た
協
働
を
行
う
と
と
も

に
、
そ
の
成
果
を
社
会

に
広
く
発
信
で
き
る

を
提
示
。
「
も
っ
と
広
い

視
点
に
立
っ
て
、
地
域
づ

く
り
を
し
、
社
会
を
牽
引

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

締
め
く
く
っ
た
。

健康寿命延伸プランの概要

健康な食事や運動
ができる環境 行動経済学の活用

自然に健康になれる環境づくり 行動変容を促す仕掛け

①健康無関心層も含めた予防・健康づくりの推進 ②地域・保険者間の格差の解消

次世代を含めたすべての人の
健やかな生活習慣形成等Ⅰ 疾病予防・重症化予防Ⅱ 介護予防・フレイル対策、

認知症予防Ⅲ

居場所づくりや社会参加 インセンティブ

● ①健康無関心層も含めた予防・健康づくりの推進、②地域・保険者間の格差の解消に向け、 「自然に健
康になれる環境づくり」や「行動変容を促す仕掛け」など「新たな手法」も活用し、以下３分野を中心に取組を推進。
→2040年までに健康寿命を男女ともに３年以上延伸し（2016年比）、75歳以上とすることを目指す。

2040年の具体的な目標（男性：75.14歳以上 女性：77.79歳以上）

 栄養サミット2020 を契機とした食環境づくり(産学官
連携プロジェクト本部の設置、食塩摂取量の減少（8g以下））

 ナッジ等を活用した自然に健康になれる環境づくり
(2022年度までに健康づくりに取り組む企業・団体を7,000に）

 子育て世代包括支援センター設置促進
（2020年度末までに全国展開）

 妊娠前・妊産婦の健康づくり （長期的に増加・横ばい
傾向の全出生数中の低出生体重児の割合の減少）

 PHRの活用促進（検討会を設置し、2020年度早期に本
人に提供する情報の範囲や形式について方向性を整理）

 女性の健康づくり支援の包括的実施
（今年度中に健康支援教育プログラムを策定） 等

ナッジ等を活用した健診・検診受診勧奨
（がんの年齢調整死亡率低下、2023年度までに
特定健診実施率70％以上等を目指す）

リキッドバイオプシー等のがん検査の研究・開発
（がんの早期発見による年齢調整死亡率低下を目指す）

慢性腎臓病診療連携体制の全国展開
（2028年度までに年間新規透析患者3.5万人以下）

保険者インセンティブの強化（本年夏を目途に
保険者努力支援制度の見直し案のとりまとめ）

医学的管理と運動プログラム等の一体的提供
（今年度中に運動施設での標準的プログラム策定）

生活保護受給者への健康管理支援事業
（2021年１月までに全自治体において実施）

歯周病等の対策の強化 （60歳代における咀嚼
良好者の割合を2022年度までに80%以上） 等

「通いの場」の更なる拡充 (2020年度末までに介

護予防に資する通いの場への参加率を6％に）

高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実
施（2024年度までに全市区町村で展開）

介護報酬上のインセンティブ措置の強化
（2020年度中に介護給付費分科会で結論を得る）

健康支援型配食サービスの推進等
（ 2022年度までに25％の市区町村で展開等）

「共生」・「予防」を柱とした認知症施策（本年６月

目途に認知症施策の新たな方向性をとりまとめ予定）

認知症対策のための官民連携実証事業（認知

機能低下抑制のための技術等の評価指標の確立）
等

令和元年５月29日 2040本部
資料１より抜粋

6
参考資料 出典：令和元年度都道府県等栄養施策担当者会議資料 【資料１】栄養施策の動向について～自治体での政策立案に向けて～（令和元年7月4日）より抜粋
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　「臨床研究」、「論文作成」の
タイトルだと少し硬いイメージや高
尚なイメージを持たれてしまうかも
しれませんが、今回は日常的なデ
ータを活用するための方法に焦
点を当てました。実際の給食・栄
養管理での具体例を使用するの
で、各施設で取り組む際の参考
になるのではないかと思います。

最終的に学会発表や論文作成までできたら最高ですが、目
標はあくまで『日常業務に生かすには』です。セミナーでは
簡単な計算をしてもらいますので、スマートフォンなどの電卓
アプリでも構いませんが、ぜひマイ電卓をお持ちください。

実践！ 栄養管理講座
コース
2
みんなが苦手な統計学や論文作成も、これでデキる！
臨床研究と論文作成
2019年9月21日（土）　13：30～18：30
統計学① ─ 臨床研究の考え方や進め方など ─
2019年9月22日（日）　9：30～16：00
統計学② ─ データ収集と統計・分析、論文の作成法など ─

B-1

B-2

講　師：齊藤 大蔵 氏（海老名総合病院 栄養科 主任／栄養経営士）
受講料：【会員】1回6,000円　【一般】1回10,000円
　　　　※他コースとまとめて6講座以上受講の場合は割引あり
会　場：株式会社日本医療企画　セミナールーム
　　　　（東京都千代田区神田岩本町4-14　神田平成ビル 5F ）
定　員：50名（先着順）

齊藤大蔵氏

講 師 か ら の メ ッ セ ー ジ

【お問い合わせ】 株式会社日本医療企画（担当：平山）　TEL：03-3256-2885

独立行政法人労働者健康安全機構　令和元年度栄養士研修レポート

栄養部門の新人〜主任クラスに向けて
宮澤靖代表理事が
栄養経営について講義
　全国に32の労災病院を有する、独立行政法人労働者健康安全機構では、３
年に一度、栄養士研修を実施している。全国の労災病院から管理栄養士が集ま
り、神奈川県川崎市にある総合研修センターで３日間にわたって行われる研修の
なかで、この度、当協会代表理事である宮澤靖（東京医科大学病院栄養管理科
科長）が講師を務めた。その様子をお伝えする。

栄
養
部
門
が
病
院
経
営
に

対
し
て
貢
献
す
る
と
い
う

意
識
を
持
た
せ
た
い

　

今
回
の
研
修
を
企
画
し

た
の
は
、
浜
松
労
災
病
院

で
栄
養
管
理
部
室
長
を
務

め
、
本
研
修
の
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
も
務
め
る
、
栄

養
経
営
士
の
原
田
雅
子

氏
。
資
格
認
定
基
礎
講
習

の
な
か
で
宮
澤
代
表
理
事

が
話
し
た
「
病
院
の
管
理

栄
養
士
一
人
ひ
と
り
が
経

営
に
参
画
す
る
と
い
う
意

識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
」

と
い
う
点
に
強
く
共
感
し

た
と
い
う
原
田
氏
は
、
今

回
の
研
修
の
ね
ら
い
に
つ

い
て
、
「
病
院
も
経
営
を

し
っ
か
り
と
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
か

で
、
管
理
栄
養
士
も
経
営

に
ど
の
よ
う
に
貢
献
で
き

る
の
か
を
意
識
す
る
こ
と

は
不
可
欠
。
今
回
の
研
修

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
つ
く

る
な
か
で
、
こ
の
話
を
ぜ

ひ
当
機
構
の
管
理
栄
養
士

に
も
聞
か
せ
た
い
と
考
え

ま
し
た
」
と
話
す
。

　

依
頼
を
受
け
た
宮
澤
代

表
理
事
も
快
諾
し
、
３
日

間
の
研
修
の
２
日
目
に
、

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
約
50

名
の
管
理
栄
養
士
の
方
に

向
け
て
「
栄
養
管
理
部
門

が
病
院
経
営
に
貢
献
す
る

た
め
に
」
と
題
し
た
講
義

が
行
わ
れ
た
。

管
理
栄
養
士
が
力
を
発
揮

で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ

と
が
管
理
職
の
役
目

　

冒
頭
、
宮
澤
代
表
理
事

は
管
理
栄
養
士
を
取
り
巻

く
現
状
に
つ
い
て
、
「
日

本
の
栄
養
士
の
１
日
の
業

務
を
み
る
と
、
午
前
中
は

厨
房
に
入
り
、
午
後
か
ら

は
病
棟
に
回
っ
て
糖
尿
病

と
慢
性
腎
不
全
と
胃
切
除

後
の
３
件
の
栄
養
指
導
を

行
う
、
と
い
っ
た
こ
と
が

普
通
に
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
で
は
専
門
分
野
を
持

て
と
い
っ
て
も
難
し
い

し
、
せ
っ
か
く
素
晴
ら
し

い
ス
キ
ル
を
持
っ
て
い
て

も
こ
の
よ
う
な
環
境
で
１

０
０
％
の
力
を
発
揮
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」
と

い
う
問
題
を
指
摘
。

　

そ
の
現
状
を
踏
ま
え
、

一
人
ひ
と
り
の
患
者
に
対

し
て
き
ち
ん
と
し
た
栄
養

サ
ポ
ー
ト
を
提
供
す
る
た

め
に
は
、
業
務
の
切
り
分

け
が
重
要
と
し
、
「
と
に

か
く
『
選
択
』
と
『
集

中
』
が
不
可
欠
。
管
理
栄

養
士
の
資
格
を
持
っ
て
い

な
い
と
で
き
な
い
こ
と
以

外
は
や
ら
せ
な
い
、
と
い

う
く
ら
い
の
意
識
を
持
っ

て
業
務
の
切
り
分
け
を
行

え
ば
、
必
ず
現
場
は
変
わ

り
ま
す
」
と
栄
養
部
門
へ

の
期
待
を
語
っ
た
。

　

し
か
し
、
業
務
を
切
り

分
け
て
も
な
か
な
か
病
棟

に
行
け
な
い
ケ
ー
ス
も
あ

る
。
そ
の
問
題
の
根
本
に

は
「
病
棟
で
何
を
し
て
よ

い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と

い
う
管
理
栄
養
士
が
多
い

と
し
た
う
え
で
、
宮
澤
代

表
理
事
は
「
そ
こ
を
考
え

て
あ
げ
る
の
は
管
理
職
の

仕
事
。
き
ち
ん
と
し
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
ん
で
系

統
的
に
学
べ
る
よ
う
な
仕

組
み
を
構
築
す
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
結
果
ど

う
な
る
の
か
と
い
う
将
来

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
し
っ
か
り

と
伝
え
る
こ
と
が
必
要
で

す
」
と
管
理
職
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
強
調
し
た
。

若
い
栄
養
士
が
希
望
を
持

て
る
明
る
い
未
来
を
つ
く

り
た
い

　

最
後
に
宮
澤
代
表
理
事

は
、
こ
れ
か
ら
の
栄
養
部

門
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ

い
て
と
語
り
、
「
環
境
は

与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な

く
つ
く
る
も
の
。
患
者
に

見
捨
て
ら
れ
な
い
こ
と
、

そ
の
た
め
に
は
患
者
に
対

し
て
説
明
で
き
な
い
こ
と

を
し
な
い
こ
と
。
正
義
を

つ
ら
ぬ
く
こ
と
。
そ
れ
こ

そ
が
管
理
栄
養
士
と
し
て

の
生
き
る
道
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
若
い
栄
養
士
た

ち
が
『
栄
養
士
と
い
う
職

業
を
選
ん
で
よ
か
っ
た
』

と
思
っ
て
く
れ
る
よ
う
な

時
代
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
し
、
皆
さ
ん
に
も
ぜ
ひ

同
じ
思
い
で
頑
張
っ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
参
加
者

に
エ
ー
ル
を
送
り
、
研
修

を
締
め
く
く
っ
た
。

　

講
義
終
了
後
、
原
田
氏

は
「
講
義
の
内
容
も
当
院

の
栄
養
士
に
向
け
た
も
の

に
し
て
い
た
だ
き
、
充
実

し
た
も
の
に
な
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。
宮
澤
先
生

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
し
っ
か

り
と
伝
わ
っ
た
と
思
い
ま

す
し
、
私
自
身
も
改
め
て

前
向
き
な
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
」
と
今
回
の
研
修

を
評
価
。
受
講
生
か
ら
の

声
で
は
、
「
少
し
で
も
職

場
に
持
ち
帰
り
、
管
理
栄

養
士
の
活
躍
の
場
を
広
げ

て
い
き
た
い
」
「
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
っ

た
。
患
者
の
た
め
に
役
に

立
つ
よ
う
努
力
し
た
い
」

な
ど
の
前
向
き
な
回
答
が

多
く
聞
か
れ
た
。
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栄養経営士が知っておきたい！

イベント
情報掲示板

栄養経営士に求められるのは、さまざまな情報へのアンテナを張り、

自身の知識・スキルを常にアップデートしておくこと。そのための貴重

な機会である、全国で開催されるイベント情報を、支部の研究会を中

心に掲載します。

2019年8月期限の会員の皆さまへ
【年会費納入および資格更新のご案内】

　本年8月に年度会費・会員資格の有効期限を迎える会員の皆さ
ま、お手続きはお済みでしょうか？　支払期限は7月19日（金）となって
おりましたが、まだ事務局では対応いたしております。

　早急にご確認およびお手続きいただきますよう、よろしくお願い申し
上げます。

○対 象 者：年度会費・会員資格の有効期限が「2019年8月
19日」の「個人正会員」、「栄養経営サポーター」

○年度会費：【個人正会員】10,000円

　　　　　　【栄養経営サポーター】8,000円

○資格更新：【個人正会員】15,000円（年度会費込み）

　　　　　　※申請書類・課題をご提出ください。

　　　　　　【栄養経営サポーター】13,000円（年度会費込み）

○お問い合わせ：一般社団法人日本栄養経営実践協会

TEL：03-5289-7021

協会事務局より

しっかり食べて退院につなぐ
看護師のための口腔の評価とケアセミナー in 大阪
　経管栄養の方々に安全においしく経口摂取していただくには、口腔の状態を適切に評価し、しっかりケア・サポートするためのオーラルマネジメントの視点が重要です。そのために必要な口腔アセスメントと口腔ケアの基礎から実践まで、実技を取り入れながら学びます。
○日　程：2019年10月26日（土）　12：30～16：30○講　師：松尾浩一郎氏（藤田医科大学医学部歯科・口腔外科学講座主任教授）

三鬼達人氏（藤田医科大学病院看護長、摂食・嚥下障害看護認定看護師）
○参加費：3,000円（税込）
○会　場：新大阪丸ビル別館4-3（大阪市東淀川区東中島1丁目18-22 丸ビル別館 4階）
○定　員：100名（先着順）
○お問い合わせ：株式会社日本医療企画（担当：新免）

TEL：06-7660-1761

セミナー情報

学校給食の栄養管理者向けセミナーVol.3

学校給食における食物アレルギー対応研修会
　食物アレルギーについての概要や国の方向性についての解説と、

実際に学校現場で食物アレルギーが起こったときの対応や事故防

止策などが学べます。

○日　程：第3回：9月21日（土）10：00～15：30（開場9：30～）

○講　師：田中延子 氏（株式会社オフィス田中代表取締役、京都

府立大学京都和食文化研究センター客員教授／元文

部科学省学校給食調査官）

秋葉佳子氏（千葉市立新宿小学校栄養教諭、アレル

ギー大学講師）
林　典子氏（学校法人ソニー学園湘北短期大学生活

プロデュース学科准教授）

○参加費：6,980円（税込）　※昼食のお弁当とお茶付

○会　場：ジャパンライムセミナースタジオ（東京都文京区本郷4-2-8-3Ｆ）

○定　員：36名（先着順）

○お問い合わせ：ジャパンライムセミナー
TEL：03-6683-6167

セミナー

第41回日本臨床栄養学会総会・第40回日本臨床栄養協会総会第17回大連合大会
　「ライフステージを考慮した臨床栄養の発展　–世代をつなぐ＆地域をつなぐ　食と栄養–」をテーマに、小児から高齢者まで各世代での問題や、各疾病の先端情報を織り交ぜたプログラムが予定されています。

○日　程：2019年10月26日・27日（土・日）
○演　者：特別講演：柴田重信氏（早稲田大学先進理工学部教授）特別教育講演：佐々木敏氏（東京大学大学院医学系研究科社会予防疫学分教授）

ほかに教育講演、市民公開講座、合同シンポジウム等を予定
○参加費：【一般】15,000円　【学会員】12,000円○会　場：名古屋ガーデンパレス（名古屋市中区錦三丁目11番13号）○お問い合わせ：株式会社コンベンションリンケージ内 運営事務局

TEL：052-433-1011

学会情報

資格認定試験の受験前に、「栄養経営」という考え方を
理解するために受講いただく講習です。本講習の受講
が、栄養経営士資格認定試験の受験要件となります。

「栄養経営士」

栄養経営
サポーター

登録審査

「栄養経営士」
資格認定試験 合格

「栄養経営士」
資格認定試験 受験※

「栄養経営士」資格認定基礎講習 修了

「栄養経営士」資格認定基礎講習 受講

「栄養経営士」資格認定の流れ

⬇

⬇

⬇

⬇

⬇

登録審査

⬇

⬇

講習内容
オリエンテーション.
「栄養経営士」に必要な能力について
１．院内・施設内における栄養部門の現状分析
２．目標設定能力と達成に向けた実践的アプローチ
３．業務の質を高めるためのアウトカム分析
４．「栄養経営士」に求められる教育と人事能力
５．適材適所の組織マネジメント
６．病能の把握能力

※2016年4月現在。
　追加日程等は決定次第協会ホームページにて掲載。

ＤＶＤ視聴による受講も可能！
☆3枚組、特典映像付き☆

■講　師：宮澤  靖 代表理事ほか

■時　間：10：00～17：00（予定）
■受講料（会場、DVDとも）：8,000円（税込）

※「栄養経営士」資格認定試験を受験するためには、「栄
養経営士」資格認定基礎講習を修了し、管理栄養士と
して2年以上の実務経験を有している必要があります。

東　京 ：  5 月11日（土）
名古屋 ：  6 月 2 日（日）
大　阪 ：  7 月 7 日（日）
仙　台 ：  9 月 1 日（日）
帯　広 ：  9 月15日（日）
福　岡 ：  9 月22日（日）

【お問い合わせ・資料請求】　一般社団法人日本栄養経営実践協会　TEL03-5289-7021 くわしくは 栄養経営士 検索

会　場 日　程

「栄養経営士」資格認定基礎講習

栄養経営士も会員価格で聴講できます！
〔こんな方におすすめ〕
・DVD受講だったので、会場受講をしてみたい
・栄養経営士の方向性を、改めて確認したい
・栄養経営士として、もう一度、話を聞きたい   ……

2019年度 日程決定！

終了しました
終了しました
終了しました


